
４／１

４／15Public Relations

123456789101112/115

2005

ながと 1/1

ながと
広報Public Relations

12
（平成21年） /1

ながと
広報Public Relations

4/1

����
������

（平成21年）
����
������

（平成21年）
����
������

4/15

15

/15

（平成21年）
����
�����

広報

Nagato City Public Relations

1

8/152009
（平成21年）
No.106

豪
雨
襲
来

　

７
月
21
日
（火）
、
梅
雨
前
線
に
伴
う
豪
雨
が
山
口
県
を
襲
い
ま
し

た
。
長
門
市
で
も
自
主
避
難
４
件
、
床
上
浸
水
11
件
、
床
下
浸
水

79
件
、
橋
の
崩
落
・
流
出
３
ヵ
所
、
国
道
の
通
行
止
め
３
ヵ
所
、
県

道
の
通
行
止
め
９
ヵ
所
、
市
道
の
通
行
止
め
13
ヵ
所
な
ど
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。

平
成
21
年
７
月
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨

　

７
月
21
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
山

口
県
を
襲
い
ま
し
た
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
防
府
市
・
山
口
市
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

幸
い
本
市
で
は
、
人
命
に
か
か
わ

る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

家
屋
の
浸
水
や
農
作
物
へ
の
被
害
な

ど
が
多
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
に
は
、
衷
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道
・
県
道
で
も
土
砂
の

流
出
や
路
肩
の
崩
壊
に
よ
り
、
未
だ

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
生
活
道
も

ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、
懸
命
な
復

旧
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
21
年
７
月
31
日

長
門
市
長　

南  

野  

京  

右

① ② ③

④ ⑤

⑥

①大寧寺峠   ②湯本温泉

③油谷津黄   ④東深川下郷

⑤西深川板持   ⑥油谷白木
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投
票
日
当
日
の
投
票
は
決
め
ら
れ
た

投
票
所
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
さ
れ
た
「
入
場
券
」
で
投
票
所
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
８
月
５
日
（水）
ま
で
に
市
内

転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
新
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

８
月
６
日
（木）
以
後
に
届
け
出
を
し
た

人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票

と
な
り
ま
す
。

投
票
の
場
所
は

　

衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
そ
れ
に
伴
う
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
8
月
30
日
（日）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
未
来
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
る
非
常
に

重
要
な
選
挙
で
す
。
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
選
挙
公
報
や
政
見
放
送

な
ど
を
参
考
に
よ
く
考
え
て
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
ム
ダ
に
し

な
い
よ
う
、
投
票
日
に
は
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

船
員
で
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

入
場
券
の
代
わ
り
に
「
案
内
文
書
」
を
郵

送
し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
入
場
券
の

代
わ
り
に
、
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書

の
提
示
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
等
の
人
で
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
投
票
用
紙
請
求
書
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
登
録
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

（
選
挙
権
停
止
中
の
者
は
除
く
。）

　

選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
元
年
８
月
31

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平

成
21
年
５
月
17
日
以
前
か
ら
引
き
続
い

て
長
門
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

5
月
18
日
以
降
に
長
門
市
に
転
入
し

た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
投
票
所
に
つ
い
て
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
大
垰
投
票
所　

・
田
久
道
投
票
所

・
久
津
投
票
所　

・
本
郷
投
票
所

・
大
浦
投
票
所　

・
油
谷
投
票
所

・
水
岬
投
票
所　

・
川
尻
投
票
所

　

ま
た
、
今
回
に
限
り
、
災
害
に
よ
る

大
寧
寺
峠
通
行
止
め
の
た
め
、
次
の
俵

山
地
区
の
各
投
票
所
の
投
票
時
間
を
１

時
間
繰
り
上
げ
午
後
7
時
ま
で
と
し
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
木
津
投
票
所　

・
大
羽
山
投
票
所

・
湯
町
投
票
所

投
票
で
き
る
人
は

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

投
票
の
時
間
は

　

身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
文
字

が
書
け
な
い
人
は
、
代
理
投
票
が
で
き

代
理
・
点
字
投
票

期

日

前

投

票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た
め

投
票
で
き
な
い
人
は
、「
期
日
前
投
票
」

が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
が
届
い

て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　

８
月
19
日
（水）
〜
８
月
29
日
（土）

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

８
月
23
日
（日）
〜
８
月
29
日
（土）

●
場
所
・
時
間

・
長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
各
支
所

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
00
分

・
各
出
張
所

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
00
分

　
（
土
・
日
は
除
く
）

※
居
住
地
域
で
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時　

８
月
30
日
（日）
午
後
９
時
30
分
〜

● 

場
所　

長
門
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

●
中
間
発
表　

小
選
挙
区
の
み
午
後
10

時
30
分
か
ら
30
分
お
き
に
行
う
予
定

で
す
。
開
票
状
況
は
長
門
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
も
お

伝
え
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
■
長
門
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局　

℡
23
‐
１
１
６
７ 

開

票

は

不

在

者

投

票

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人

  

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。 

病
院
長
や
施
設
の
管
理
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

市
外
に
滞
在
中
の
人

  

本
人
が
「
宣
誓
書
・
請
求
書
」
に
よ
り

長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投

票
用
紙
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ

の
投
票
用
紙
を
持
っ
て
滞
在
地
の
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
き
、
不

在
者
投
票
を
し
ま
す
。 

請
求
は
早
め
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

害
は
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
、
内

臓
機
能
の
障
害
は
特
別
項
症
か
ら
第

３
項
症
と
書
い
て
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

５
と
書
い
て
あ
る
人

　

対
象
者
は
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、
自
宅

な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
８
月
26
日
（水）
ま

で
で
す
。

代
理
記
載
で
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視

覚の障害の程度が１級と書いてある人

②戦傷病者手帳に上肢または視覚の障害

の程度が特別項症から第２項症と書い

てある人

　代理記載の方法による投票を行うため

には「郵便等投票証明書」に加え、あら

かじめ手続き（代理記載のための申請、

代理記載人の届出）が必要です。

※詳しくは選挙管理委員会事務局までお

問い合わせください

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の

障
害
は
１
級
か
２
級
、
内
臓
機
能
の

障
害
は
１
級
か
３
級
、
免
疫
の
障
害

は
１
級
か
ら
３
級
と
書
い
て
あ
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の
障

　

最
初
に
小
選
挙
区
選
挙
の
投
票
用
紙

（
う
す
い
黄
色
）
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

候
補
者
の
氏
名
を
記
入
の
う
え
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

　

続
い
て
、
比
例
代
表
選
挙
の
投
票
用

紙
（
う
す
い
水
色
）
お
よ
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
（
ピ
ン

ク
色
）
を
交
付
し
ま
す
。
比
例
代
表
選
挙

は
政
党
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
係

員
が
投
票
用
紙
を
交
付
す
る
際
に
説
明

し
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
で
は
、

や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う
裁
判
官

に
つ
い
て
の
み
、
氏
名
の
上
の
欄
に
×

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
や
め
さ
せ
た

く
な
い
と
思
う
裁
判
官
に
は
何
も
記
入

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
投
票
を
し
た
く

な
い
人
は
、
投
票
用
紙
を
受
け
取
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

投

票

の

順

序

平成 20年度明るい選挙啓発標語応募作品
山本  美也子  さん（応募当時三隅中学校３年）

ま
す
。
係
員
が
本
人
に
代
わ
っ
て
投
票

用
紙
に
記
入
し
ま
す
。
投
票
の
内
容
が

外
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
投
票

で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
投
票
所
で
係
員

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。　

投票日 ８月30日(日)

明るい未来　信じて一票　託す願い

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

投　　票　　所

通公民館会議室

田ノ浦会館

白潟公民館

仙崎小学校屋内運動場

あおい幼稚園

大日比公会堂

青海島地区多目的研修集会所

青海集落センター

田屋公会堂

湊２区公会堂

長門市中央公民館玄関ホール

上川西市営住宅集会所

板持公会堂

河原活性化センター

湯本温泉旅館協同組合会議室

大畑小学校１階小体育館

大垰集会所

真木公会堂

木津区民館

俵山公民館会議室

湯町区公民館

一の瀬公会堂

宗頭文化センター研修室

上中小野集落センター

大竹集落センター

三隅保健センター

津雲集落センター

野波瀬漁協会館

豊原コミュニティセンター

三隅勤労者スポーツセンター

日置保健センター

黄波戸漁村センター

日置高齢者コミュニティセンター

野田北集会所

久富公民館

油谷支所玄関ホール

油谷河原農業研修所多目的ホール

伊上公民館

旧蔵小田保育園ホール

山口県漁協津黄支店大広間

宇津賀出張所会議室

山口県漁協立石支店集会所

角山老人憩いの家

久原堂

久津保育園ホール

向津具小学校1階家庭科室

山口県漁協大浦支店階上会議室

油谷公会堂

水の口公会堂

山口県漁協川尻支店生活改善室

行　　　　政　　　　区

通１区・通２区・通３区・通４区・通５区・通６区・通７区
通８区・通９区・通10区・通11区・通12区・通13区

通14区・通15区・通16区

白潟１区・白潟２区・白潟３区

祇園町・南町・幸町・旭町・錦町・新屋敷町・新開町
鳥越１区・鳥越２区

栄町・本町・北本町・洲崎町・今浦町・鍛冶屋町
中新町・新町

大日比

大泊

青海

田屋

駅前区・湊１東区・湊１西区・湊２区・湊中央区・湊３区

中山・緑ヶ丘・藤中・江良・正明市１区・正明市２区
正明市３区・正明市４区・正明市５区・上郷・下郷

下川西・後ヶ迫・上ノ原・開作・上川西１区・上川西２区
上川西３区

板持１区・板持２区・板持３区・板持４区

殿台・大河内・小河内・河原

門前・湯本・三ノ瀬

山小根・渋木中区・坂水・渋木１区・渋木２区・渋木３区

大垰

真木

小原・木津

郷・黒川・大羽山

湯町・上政・上安田・下安田・七重

滝坂・一の瀬・三隅中畑・杉山

樅の木・宗頭・兎渡谷

麓・上中小野・下中小野・辻並

大竹・正楽寺

市・湯免・三隅中村・土手・久原・生島

津雲・飯井

野波瀬

向山・豊原・二条窪・平野・上東方

下東方・小島・浅田・殿村新開・向開作・沢江・上ゲ

黄波戸口・堀田・亀山・亀山団地・古市・上城・狩宿・一円
向田・川原・日置中村・東坂本・西坂本・炭床・長行

長崎・黄波戸・矢ケ浦・茅刈・境川

大内山上・大内山下・畑・国広・真口・新市
農士園・小野地

北山・野田北・野田南・雨乞

亀田・植松・荒人・長久・杣地・有宗・広中・稲石・人丸

新別名・駅通・大迫・東大坊

芝崎・大坊・田上・二ノ瀬・坂根・山根
札場・河原浦・大江

浅井・尾崎・里・伊上浦・岡・宮ノ馬場・上り野
前方・須方・綾湖・貝川

上蔵小田・下蔵小田・油谷中畑・渡場・掛渕

上津黄・東津黄・西津黄

東後畑・大畠・青村

東立石・西立石

小田・赤屋・木吹・大川尻

田久道

白木・久津

大和・南方・本郷・山崎・上野西

大浦東・大浦西

油谷

水岬

中ノ森・上野東・川尻東・川尻西

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

投票区

通

田ノ浦

白　潟

仙崎第１

仙崎第２

大日比

大　泊

青　海

田　屋

湊

正明市

上川西

板　持

長門河原

湯　本

渋　木

大　垰

真　木

木　津

大羽山

湯　町

一の瀬

宗　頭

上中小野

大　竹

土　手

津　雲

野波瀬

豊　原

浅　田

古　市

黄波戸

国　広

野　田

久　富

新別名

油谷河原

伊　上

蔵小田

津　黄

後　畑

立　石

角　山

田久道

久　津

本　郷

大　浦

油　谷

水　岬

川　尻

投票は、決められた投票所で行うことになっています。
郵送された「投票所入場券」で投票所を確認してください。

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

投
票
所
を
案
内
す
る
入
場
券
は
自
宅

へ
郵
送
し
ま
す
。
氏
名
と
投
票
所
を
よ

く
お
確
か
め
の
う
え
、
投
票
日
に
は
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
入
場
券

を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
当
日
、
投
票
所
の
受
付
係
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

私
の
一
票

必
ず
投
票
！



■医療費の自己負担限度額
① 70 歳未満の人または国保世帯

② 70歳～74 歳の人

※所得区分等、くわしくは係までお問い合わせください

国
保
加
入
の
70
歳
以
上
の
人
へ

　

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
等
や
医

療
費
の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、

世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保
険

者
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す

る
こ
と
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
判
定
の
基
準
と
な
る
対
象
年

度
が
８
月
１
日
で
切
り
替
わ
っ
た
た

め
、
前
述
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は

認
定
証
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
認
定
証
は
申
請
月
の
初
日
か
ら

有
効
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
、
印
鑑

※ 

過
去
12
ヶ
月
の
入
院
日
数
が
90
日

を
超
え
る
人
は
、
入
院
期
間
を
証

明
で
き
る
書
類
（
領
収
書
等
）

※
申
請
は
随
時
受
付
け
ま
す

国
保
加
入
の
70
歳
未
満
の
人
へ

　

世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保

険
者
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
、
同

様
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
食

事
代
等
が
減
額
さ
れ
る
ほ
か
、
窓
口

負
担
も
一
定
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
で
な
い
人

に
つ
い
て
も
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
を
医
療
機
関
で
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払

い
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。

※ 

保
険
料
（
税
）
に
未
納
が
あ
る
と

き
は
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

高
額
療
養
費
の
支
給
対
象

　

薬
局
で
、
院
外
処
方
で
支
払
っ
た

一
部
負
担
金
は
、
そ
の
処
方
せ
ん
を

発
行
し
た
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
一

部
負
担
金
と
合
わ
せ
て
計
算
さ
れ
ま

す
。
こ
の
合
算
も
含
め
、
高
額
療
養

費
支
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

国
保
の
お
知
ら
せ

入
院
し
た
時
の
食
事
代
と
自
己
負
担

■入院したときの食事代（一食分）

※低所得Ⅱ：住民税非課税世帯
　低所得Ⅰ：住民税非課税世帯で世帯員の所得が一定基準に満たない人
※療養病床に入院する 65 歳以上の人は上記とは別の基準で食費と居住費の一部を自己負担します

過去12ヶ月の入院日数

90日以下 90日以上

　一般 260 円

70歳未満 住民税非課税世帯 210 円 160 円

70歳以上
低所得Ⅱ 210 円 160 円

低所得Ⅰ 100 円

上位所得者
（基礎控除後の所得が600万円超）

150,000 円＋50万円を超える額の１％

一般 80,100 円＋26 万 7千円を超える額の１％

住民税非課税 35,400 円

自己負担限度額

外来（個人ごと） 入院または世帯単位

現役並み所得者 44,400 円 80,100 円＋ 26 万 7千円を超える額の１％

一般 12,000 円 44,400 円

低所得Ⅱ
8,000 円

24,600 円

低所得Ⅰ 15,000 円

■
支
給
要
件
・
支
給
額

　

 

こ
の
制
度
が
平
成
20
年
４
月
か
ら

開
始
さ
れ
た
た
め
、
平
成
21
年
度

は
、
次
の
よ
う
に
支
給
額
を
計
算

し
ま
す

※ 

国
保
被
保
険
者
分
と
長
寿
医
療
制

度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
加

入
者
分
の
合
算
は
で
き
ま
せ
ん

① 
世
帯
内
の
国
保
の
被
保
険
者
全

員
、
ま
た
は
長
寿
医
療
制
度
の
加

入
者
全
員
が
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
平
成
21
年
７
月
末
ま
で
に
支

払
っ
た
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、
下
表

①
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る

場
合
に
、
そ
の
超
え
た
額
が
支
給

額
と
な
り
ま
す

② 
平
成
20
年
８
月
か
ら
平
成
21
年
７

月
末
ま
で
の
期
間
も
下
表
②
の
自

己
負
担
限
度
額
を
参
考
に
同
様
に

計
算
し
、
①
と
比
べ
て
大
き
い
額

が
支
給
額
と
な
り
ま
す

※ 

自
己
負
担
額
と
は
、高
額
療
養
費
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
額

を
除
い
た
額
で
す

■
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

 

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
に

は
、
12
月
頃
に
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た
場

合
は
、市
民
課
国
保
年
金
医
療
係
、

ま
た
は
各
支
所
地
域
窓
口
係
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い

※ 

次
に
該
当
す
る
人
に
は
、
申
請
の

対
象
と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
支
給

要
件
を
参
考
に
し
て
対
象
で
あ
る

か
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
く
わ
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

　

 

平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
７
月

末
ま
で
の
間
に

・
市
町
を
越
え
る
転
居
を
し
た
人

・ 

他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
国
保
や

長
寿
医
療
制
度
に
移
っ
た
人

■合算する場合の限度額

国民健康保険の 70～ 74 歳の人 ①の自己負担限度額 ②の自己負担限度額

高齢受給者証の負担割合が『３割』と記載 89万円 67 万円

一般 75 万円 56 万円

低所得Ⅱ 41万円 31 万円

低所得Ⅰ 25万円 19 万円

国民健康保険の 70歳未満の人 ①の自己負担限度額 ②の自己負担限度額

世帯員全員の合計所得が一定以上 168 万円 126 万円

世帯員全員が住民税非課税 45万円 34 万円

一般（上記以外の人） 89万円 67 万円

長寿医療制度の加入者 ①の自己負担限度額 ②の自己負担限度額

保険証の負担割合が『３割』と記載 89万円 67 万円

一般 75 万円 56 万円

低所得Ⅱ 41万円 31 万円

低所得Ⅰ 25万円 19 万円

※医療保険または、介護保険の自己負担額のどちらかが０円の場合は、支給対象となりません
※自己負担限度額を超える額が５００円以下の場合は、支給対象となりません
※低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税
　低所得Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税で所得が一定基準以下

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度

問い合わせ　市民課国保年金医療係　23‐1143（国保担当）・23‐1129（長寿医療担当）
申請場所　市民課国保年金医療係、または各支所地域窓口係

問い合わせ　市民課国保年金医療係　℡ 23‐1143
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特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給

特
別
障
害
者
手
当

■ 

対
象
者　

20
歳
以
上
の
在
宅
の
重

度
障
害
者
。
た
だ
し
、
身
体
障
害

者
療
護
施
設
等
の
施
設
に
入
所

し
て
い
る
人
、
病
院
や
診
療
所
に

３
ヵ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る

人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
概
ね
１
級
・

２
級
程
度
の
異
な
る
障
害
が
重
複

し
て
い
る
人
。
ま
た
は
こ
れ
ら
の

障
害
と
日
常
生
活
で
の
動
作
お
よ

び
行
動
が
困
難
で
、
常
時
介
護
を

要
す
る
精
神
の
障
害
（
最
重
度
の

知
的
障
害
）
が
重
複
し
て
い
る
人

② 

①
の
身
体
障
害
ま
た
は
精
神
障
害

と
身
体
障
害
者
手
帳
の
概
ね
３
級

程
度
の
障
害
、
ま
た
は
日
常
生
活

で
の
動
作
お
よ
び
行
動
が
著
し
く

困
難
な
状
態
に
あ
る
知
的
障
害
も

し
く
は
精
神
の
障
害
が
重
複
し
て

い
る
人

③ 

両
上
肢
、
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
機

能
の
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

概
ね
１
級
・
２
級
程
度
の
障
害
が

あ
り
、
か
つ
、
日
常
生
活
動
作
を

行
う
の
に
著
し
い
困
難
の
あ
る
人

④ 

精
神
の
障
害
で
日
常
生
活
で
常
時

介
護
を
要
す
る
程
度
以
上
の
障
害

ま
た
は
最
重
度
の
知
的
障
害
が

あ
っ
て
、
日
常
生
活
で
動
作
や
行

動
に
著
し
い
困
難
の
あ
る
人

■ 

所
得
制
限　

本
人
ま
た
は
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
受
給
権
者
の
所
得
に

は
、
非
課
税
の
障
害
者
基
礎
年
金

等
を
含
み
ま
す

■
支
給
額　

２
６
、４
４
０
円
／
月

（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

障
害
児
福
祉
手
当

■ 

対
象
者　

20
歳
未
満
の
在
宅
の
重

度
障
害
児
。
た
だ
し
、
肢
体
不
自

由
児
施
設
等
の
施
設
に
入
所
し
て

い
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
概
ね
１
級
・

２
級
程
度
の
身
体
機
能
の
障
害
が

あ
る
人

② 

身
体
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に

わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状

が
あ
り
、
そ
の
状
態
が
、
①
と
同

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
、
日
常
生

活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人

③ 

最
重
度
の
知
的
障
害
の
あ
る
人
ま

た
は
精
神
の
障
害
の
あ
る
人
で
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
程
度
以
上
の
人

④ 

身
体
の
障
害
も
し
く
は
病
状
ま
た

危 

険 

物 

取 

扱 

者 

試 

験

（
後 

期
）

■
試
験
種
別　

甲
種
・
乙
種
・
丙
種

■
願
書
の
受
付
期
間

　

９
／
４
（金）
〜
９
／
17 

（木）

■
試
験
日　

11
／
15 

（日）

※ 

時
間
は
試
験
種
別
に
よ
り
異
な
り

ま
す

■
試
験
会
場

・
乙
種
第
４
類　

長
門
総
合
病
院

　

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階

（ 

乙
種
第
４
類
以
外
の
試
験
は
全
て

市
外
で
実
施
さ
れ
ま
す
）

※ 

試
験
の
時
間
と
会
場
は
試
験
の
種

類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
受
験
資
格

・
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す

・ 

乙
種
・
丙
種
は
資
格
制
限
が
あ
り

ま
せ
ん

■ 

併
願
受
験　

試
験
時
間
が
異
な
る

場
合
は
併
願
受
験
が
で
き
ま
す

■ 

試
験
準
備
講
習
会　

今
回
は
長
門

市
で
の
講
習
会
は
行
い
ま
せ
ん

■ 

そ
の
他　

受
験
願
書
は
、
消
防
本

部
予
防
課
危
険
物
係
お
よ
び
西
消

防
署
に
あ
り
ま
す

■ 

願
書
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

℡
22
‐
５
２
９
６

は
重
度
の
知
的
障
害
も
し
く
は
精

神
の
障
害
が
重
複
す
る
人
で
、
そ

の
状
態
が
①
、
②
、
③
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
る
人

■ 

所
得
制
限　

本
人
ま
た
は
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
人
が
障
害

を
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て

い
る
と
き
も
同
様
で
す

■
支
給
額　

１
４
、３
８
０
円
／
月

（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

現
況
届

　

 

現
在
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害

児
福
祉
手
当
の
受
給
者
の
皆
さ
ん

に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
９
月
10
日
（木）
ま
で
に

必
要
書
類
を
本
庁
高
齢
障
害
課
ま

た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
出
張
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■ 
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
障
害
課
障
害
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
３

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
日
時　

８
／
20 

（木）

■ 

場
所　

ウ
ェ
ー
ブ
地
下

■
受
付
時
間

・
10

：

30
〜
12

：

00

・
13

：

15
〜
16

：

00

■
内
容　

200 

ml
、
400 

ml
献
血

　

 

東
深
川
保
育
園
児
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
10

：

15
〜
）
受
付
者

全
員
に
飴
・
お
菓
子
の
つ
か
み
取

り
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

※ 

献
血
協
力
者
に
記
念
品
を
贈
呈

※ 

献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
献
血
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■ 
問
い
合
わ
せ　

地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係　
　
　

℡
23
‐
１
２
４
５

山
口
県
知
的
障
害
者

更
生
相
談
所
巡
回
相
談

　

18
歳
以
上
の
知
的
障
害
の
あ
る
人

を
対
象
と
し
た
巡
回
相
談
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

９
／
17 

(木)

   ８月は
　　市県民税の
　      　納期月です
　８月31日（月）が納期限になっ
ていますので、早めに納付をお
願いします。また、納期限の日
が口座振替日となっていますの
で、残高確認をお願いします。

納税は便利な口座振替で！
口座振替納税は、金融機関や郵便局があなたに代
わって納期限の日に自動的に納付する制度です

■問い合わせ
税務課 管理収納係   ℡ 23‐1123
三隅支所 総合窓口課 地域窓口係   ℡ 43‐0221
日置支所 総合窓口課 地域窓口係   ℡ 37‐2143
油谷支所 総合窓口課 地域窓口係   ℡ 32‐1115

納税案内

介 

護 

予 

防 

講 

座

　

自
立
し
た
生
活
が
い
つ
ま
で
も
続

け
ら
れ
る
事
を
目
標
に
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
講
座
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■ 

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人
■
場
所
／
日
時
／
内
容

・
黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　

９
／
６
（日）　

14

：

00
〜
16

：

30

　

 

長
生
き
す
る
薬
と
の
関
わ
り
方
、

簡
単
な
体
力
測
定

・
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

　

９
／
８
（火）　

９

：
30
〜
12

：

00

　

 

長
生
き
す
る
た
め
の
栄
養
に
つ
い

て
、
体
力
維
持
増
進
に
必
要
な
事

■
そ
の
他

　

 

当
日
は
少
し
身
体
を
動
か
し
ま

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

出
場
者
・
大
会
名
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

● 

第
22
回
全
国
健
康
福
祉
祭
北
海
道
・

札
幌
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
北
海

道
・
札
幌
２
０
０
９
）／
９
月
５
日

〜
８
日
／
北
海
道
札
幌
市
ほ
か

【
囲
碁
】

　

新
山
博
志
（
東
深
川
緑
ヶ
丘
）

　

嶋
田
省
三
（
仙
崎
新
開
町
）

▲新山博志さん▲嶋田省三さん

定
額
給
付
金・子
育
て
応
援

特
別
手
当
金
に
つ
い
て

　

現
在
、
市
で
は
定
額
給
付
金
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
の
給
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
申
請
書
を
対
象
世
帯
に

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
の
意

志
の
あ
る
人
で
、
ま
だ
手
続
き
を
さ

れ
て
い
な
い
人
は
申
請
期
間
内
に
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
限
内
に
申
請
が
無
い
場

合
は
辞
退
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
期
限　

９
／
16 

（水）

■
申
請
方
法

　

 

郵
便
に
よ
る
申
請
と
窓
口
で
の
申

請
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
広
報
３
／
15
号
を
ご

覧
に
な
る
か
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

・
定
額
給
付
金

　

定
額
給
付
金
窓
口℡

23
‐
１
１
７
２

・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

地
域
福
祉
課
子
ど
も
未
来
室

　

℡
23
‐
１
１
５
６

10

：

00
〜
14

：

30

■
場
所　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

■ 

内
容

　

 

療
育
手
帳
相
談
、
保
健
相
談
等

（
要
事
前
予
約
）

■
持
参
す
る
も
の

　

 

療
育
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

障
害
基
礎
年
金
証
書
等

■ 

予
約
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
害
課
障
害
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
３

す
。
飲
物
や
タ
オ
ル
を
持
ち
、
動

き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
害
課
高
齢

福
祉
係　
　
　

℡
23
‐
１
１
５
７

2009.8.15 67
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118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

7月 0 0 0 0

平成21年計 4 0 4 2

20年同時期 10 0 3 0

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

1

長門市教育委員会
生涯学習スポーツ振興課
文化財保護室
 ☎  23-1264

1

1

vol.１

な
が
と
の

歴
史
と
文
化
財

2009.8.15

足
利
家
、
佐
々
木
家
の
縁
者
の
外
戚
に
依
る
」

と
あ
り
、
ま
た
長
門
国
守
護
代
記
に
「
佐
々

木
四
郎
左
衛
門
高
綱
、
定
綱
、
広
綱
、
相
次

て
三
度
守
護
た
り
し
こ
と
見
ゆ
れ
ば
こ
れ
ら

一
族
来
往
せ
し
や
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
鎌

倉
時
代
前
期
で
あ
ろ
う
。

　

日
置
下
城
は
「
一

い
ち
ま
る
き
ょ
う

円
卿
と
申
御
方
の
居
城

と
申
伝
候
」
と
あ
り
、
一
円
卿
と
は
南
北
朝
時

代
の
実
力
者
、
佐
々
木
高た

か
う
じ氏

（
道ど

う
よ譽

）
の
甥お

い

と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
円
殿
が
何
故
に
こ
の

地
に
縁
を
持
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
観
応

元
年
（
一
三
五
〇
）、
戦
乱
の
筑
前
国
に
来
た

足
利
尊
氏
に
組
し
た
高
氏
は
長
門
国
を
来
往

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

城
跡
の
遺い

こ
う構
に
つ
い
て
、
上
城
は
昭
和
56

年
山
頂
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時

代
は
城
と
い
っ
て
も
総
て
山
城
砦と

り
での
様
相
で

あ
る
。
口こ

う
ひ碑
に
よ
る
他
の
城
跡
は
も
ち
ろ
ん

位
置
な
ど
確
か
な
も
の
は
何
も
な
い
。

　
「
防
長
風
土
註
進
案
」
に
よ
る
と
、
長
門
市

に
は
古
城
跡
と
い
わ
れ
る
所
が
七
ヶ
所
あ
る
。

い
ず
れ
も
山
城
で
あ
り
、
場
所
は
お
よ
そ
推

定
で
き
る
が
、
誰
が
い
つ
ご
ろ
築
城
し
た
か

確
か
な
も
の
は
な
い
。
た
だ
、
深
川
古
城
山

（
正
明
市
）、
深
川
城
（
殿
ヶ
台
）、
日
置
上
城
、

日
置
下
城
（
一
円
）、
に
は
そ
れ
な
り
の
申
し

伝
え
が
あ
る
。そ
の
他
、伝
説
に
よ
る
城
跡
は
、

三
隅
に
三
ヶ
所
、
深
川
一
ヶ
所
、
日
置
一
ヶ

所
、
油
谷
三
ヶ
所
な
ど
で
あ
る
。

　

深
川
古
城
山
に
つ
い
て
は
、「
古
城
山
ま
た

亀
山
と
も
い
う
、
大
内
弘
盛
の
居
城
と
里
人

の
言
伝
た
る
も
據よ

る

な
き
に
非あ

ら

ず
、
大
内
系
図

を
按
ず
る
に
弘
盛
は
右
大
将
源
頼
朝
公
、
平

家
追
討
の
時
、
源
氏
に
属
し
軍
忠
を
励
す
、

其
賞
に
依
て
長
門
国
を
賜
ひ
し
由
な
れ
ば
、

居
城
と
云い

う
ほ
ど程

の
構こ

う

は
非
ず
と
も
、
こ
の
地
に

て
其
時
代
の
国
事
を
司
し
め
し
跡
か
」
と
あ

る
。
弘
盛
は
平
家
追
討
に
功
績
が
あ
っ
た
の

で
長
門
国
を
賜
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
時
代

の
居
城
と
い
う
ほ
ど
の
証

あ
か
し

は
な
い
が
、
こ
の

地
で
国
事
を
司
ど
る
こ
と
は
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
こ
と
で
あ
る
。

　

日
置
上
城
は
「
佐
々
木
外が

い
せ
き戚
居
城
の
由
、

こ
れ
は
日
置
八
幡
宮
宮
司
高
山
家
の
系
図

に
、
足
利
家
の
紋
二
引
輌
あ
る
を
據き

ょ

と
し
、

長
門
市
の
古
城
跡

日置上城

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

●

上城

深川古城山

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
船
舶
の
避
難
態
勢

を
再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
最
新

の
気
象
情
報
を
入
手
し
、
避
難
時
期
を
逸
す
る

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

台
風
の
接
近
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
次
の
点

に
留
意
し
安
全
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

早
め
に
船
舶
を
安
全
な
場
所
へ
避
難
さ
せ
、

し
っ
か
り
と
係
留
す
る

● 

岸
壁
、
桟
橋
、
工
事
作
業
現
場
に
お
い
て
は

流
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
物
の
固
定
、
陸
揚
げ
、

移
動
を
し
て
お
く

●
錨
泊
船
は
走
錨
等
に
備
え
厳
重
な
警
戒
を
！

●
最
接
近
時
間
の
潮
汐
、
高
潮
に
注
意
す
る

No.27

●

深川古城山

な
が
と
農
林
業
だ
よ
り

が
ん
ば
る
農
業
物
語

　
　
「
地
域
の
農
地
は
地
域
で
守

る
」
と
い
う
考
え
で
、
平
成
19

年
よ
り
機
械
利
用
組
合
を
受
託

組
合
と
改
め
て
水
稲
の
農
作
業

受
託
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
は
新
た
に
大
豆
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
水
稲
640
ア
ー
ル
、
大

豆
320
ア
ー
ル
の
作
付
け
を
行
い

ま
し
た
。
組
合
と
し
て
大
豆
の

大
規
模
栽
培
は
初
め
て
の
こ
と

で
、
経
営
面
と
栽
培
管
理
に
つ

い
て
不
安
と
責
任
を
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
長
門
大
津
大
豆
生

産
者
協
議
会
で
の
研
修
会
や
長

門
農
林
事
務
所
の
指
導
を
受
け
、

心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
豆
の
播
種
適
期
は
６
月
下

旬
か
ら
７
月
上
旬
と
の
指
導
が

あ
り
ま
し
た
が
、
作
業
の
都
合

に
よ
り
６
月
中
旬
に
播
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
幸

か
不
幸
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
播

種
後
に
適
度
な
降
雨
が
あ
り
、

発
芽
も
良
く
、
雑
草
も
少
な
く

順
調
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。 

　

大
豆
や
水
稲
の
作
柄
は
天
候

に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
年
一
回

の
豊
作
を
願
い
つ
つ
、
組
合
員

相
互
の
健
康
と
一
致
協
力
の
も

と
に
健
全
な
組
合
運
営
が
で
き

る
こ
と
を
心
か
ら
念
願
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　　

地
域
の
農
地
は
地
域
で
守
る
！

　

浅
井
受
託
組
合　

窪
田　

進  

さ
ん▲浅井受託組合の皆さん

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

母
子
家
庭
等
の
医
療
事
務

受 

講 

者 

募 

集

■
日
時

　

10
／
20 

(火)
〜
平
成
22
年
１
／
19 

（火）

　

毎
週
火
・
金
曜
日
（
全
25
回
）

18

：

30
〜
21

：

00

■ 

場
所　

三
隅
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

■ 

内
容　

医
療
事
務
２
級

■ 

対
象
者

　

 

母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
で
50
歳
未

満
の
就
職
、
離
・
転
職
希
望
者

■ 

募
集
人
数　

５
名
（
応
募
多
数
の

場
合
は
選
考
）

■ 

受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
別
途
必
要

■
申
込
期
限　

９
／
16 

(水)

■ 

申
込
方
法

　

 

は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

な 

が 

と 

歌 

の 
祭 
典

〜
素
人
の
ど
自
慢
大
会
〜

　
「
第
３
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
な
が
と

歌
の
祭
典
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

８
／
23 

(日)　

12

：

00
〜

■ 

場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館

■ 

入
場
料　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ　

明
友
会
（
明
石
）

℡
22
‐
３
８
７
１

山
口
福
祉
文
化
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
は
市
内
か
ら
送
迎
バ

ス
が
出
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日　

８
／
29 

(土)

■ 

場
所　

山
口
福
祉
文
化
大
学

■ 

送
迎
バ
ス

【
行
き
】

・
８

：

30
〜　

日
置
農
高

・
８

：

50
〜　

長
門
高
校

・
９

：

00
〜　

フ
ジ
駐
車
場

・
９

：

15
〜　

水
産
高
校

【
帰
り
】

・
14

：

10
〜　

大
学
発

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
福
祉
文
化
大
学

℡
０
８
３
８
‐
２
４
‐
４
０
０
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
　
　

　
http://w

w
w
.hagi.ac.jp/

シ
ー
フ
ー
ド
料
理

コ
ン
ク
ー
ル 

浜
料
理
の
部

　

山
口
県
で
獲
れ
る
新
鮮
な
魚
介
類

を
使
っ
た
「
お
う
ち
で
作
り
た
く
な

る
お
魚
料
理
」を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
い
内
容
は
、
市
役
所
水
産

課
に
備
え
付
け
の
応
募
票
・
資
料
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

８
／
31 

(月)　

必
着

■ 

テ
ー
マ　

お
す
す
め
！
自
慢
の
お

魚
料
理

■
応
募
方
法　

封
書
で
応
募

※
１
人
１
作
品
ま
で

■ 

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
750-

0065　

下
関
市
伊
崎
町１

‐
４
‐
24

　

山
口
県
漁
協
指
導
課
シ
ー
フ
ー
ド

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

℡
０
８
３
‐
２
３
１
‐
２
２
１
２

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

「
医
療
事
務
講
座
受
講
希
望
」
と

書
い
て
、
山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
753-

0054　

山
口
市
富
田
原
町
４
‐
58

　

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０



図書館だより

図書館へ行こう！

てのひらのメモ
夏樹静子／著

文藝春秋／出版
　喘息の息子を残して出
社し、死なせてしまった
母親。検察は「保護責任者
遺棄致死罪」で母親を起訴

する。果たして息子の死は、仕事に出かけた
母親の身勝手さによるものか。それとも不幸
な偶然が重なった悲劇なのか。市民の中から
選出された裁判員達が出す結論とは !?

９／５（土）13：30～
「スプーンおばさん⑫」

 （60分）

９／26（土）13：30～
「ころわんのおはなし
ころわんちょろわん」

（22分）

第 

３
位 

「
ダ
イ
イ
ン
グ
・
ア
イ
」 

東
野
圭
吾

第
４
位 

「
壺
霊
（
上
・
下
）」 

内
田
康
夫

第
５
位 

「
粗
茶
を
一
服
」 

山
本
一
力

第
６
位 

「
楊
令
伝
７
」 

北
方
謙
三

第
７
位 
「
女
優
仕
掛
人
」 

新
堂
冬
樹

第
８
位 
「
タ
イ
ム
・
ラ
ッ
シ
ュ
」 

神
永
学

第
９
位 

「
楽
園
（
上
・
下
）」 

宮
部
み
ゆ
き

第
10
位 

「
東
京
島
」 
桐
野
夏
生

※
毎
月
の
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
は
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

新
着
案
内
（
本
館
／
一
部
）

  

「
毛
利
は
残
っ
た
」
近
衛
龍
春
、「
棟
居
刑

事
の
恋
人
た
ち
の
聖
地
」
森
村
誠
一
、「
贖

罪
」
湊
か
な
え
、「
灰
の
旋
律
」
堂
場
瞬
一
、

「
皮
は
む
っ
ち
り
、
中
は
も
っ
ち
り
和
ベ
ー

グ
ル
」
山
内
優
希
子
、「
タ
ー
シ
ャ
の
輝
け

る
庭
」
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ｗ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、「
宇

宙
の
物
語
」
藤
井
旭
、「
義
に
生
き
た
も
う

一
人
の
武
将
石
田
三
成
」
三
池
純
正
、「
仏

開
館
時
間
延
長
中
（
本
館
）

　

８
月
30
日
（日）
ま
で
、
平
日
の
み
本
館
の

開
館
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い

ま
す
。
お
盆
の
間
も
通
常
ど
お
り
開
館
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
、
午
後
５
時
で
閉
館

し
ま
す
。

平
成
21
年
上
半
期
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
発
表

　

平
成
21
年
１
月
〜
６
月
ま
で
の
間
に
、
長

門
市
立
図
書
館
（
移
動
図
書
館
車
を
除
く
）

で
、
皆
さ
ん
に
よ
く
読
ま
れ
た
本
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
だ
読
ん
で
い
な
い
本
が
あ
れ
ば
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
貸
出
中
で
あ

れ
ば
、
予
約
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

第 

１
位 

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝

（
上
・
下
）」 

Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

第 

２
位 

「
深
川
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
横
丁
」 

宇
江

佐
真
理

教
108
の
謎
」
田
代
尚
嗣　

ほ
か

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

　
「
か
あ
ち
ゃ
ん
」
重
松
清
、「
六
月
の
夜
と

昼
の
あ
わ
い
に
」
恩
田
陸
、「
戦
国
奇
譚
首
」

伊
東
潤
、「
雑
菌
主
義
宣
言
！
」
斎
藤
孝
、「
偉

人
た
ち
の
脳
」
茂
木
健
一
郎
、「
明
治
人
の

姿
」
櫻
井
よ
し
こ
、「
っ
ぽ
い
」
ピ
ー
タ
ー
・

レ
イ
ノ
ル
ズ　

ほ
か

長門市のDATA
〔平成 21年８月１日〕

人　口 40,122 人 (-33)
　　男 18,447 人 (-14)
　　女 21,675 人 (-19)
世帯数 16,574 世帯 ( - 4)

( ) 内は先月比

〔７月分〕 出生 23 人 死亡 52 人
 転入 　75人 転出  79 人

長門市役所　〒759‐4192　山口県長門市東深川1339番地２
　　　　　　TEL 0837‐22‐2111(代)　FAX 0837‐22‐6345
　　　　　　　 ホームページアドレス    http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/
編集・発行　企画総務部 秘書広報課 広報広聴係
　　　　　　TEL 0837‐23‐1117　FAX 0837‐22‐5358
　　　　　　　 Ｅメールアドレス　　    koho@city.nagato.yamaguchi.jp

市民憲章
青い海　みどりの大地
　　　いかしあう、
               美しいまちをつくります

市民憲章
ふるさとの知恵
　　　そだてあう、
               豊かなまちをつくります

市民憲章

　夢　かたりあう、

               伸びゆくまちをつくります

市民憲章

　笑顔　ふれあう、

               温かいまちをつくります

市民憲章

　命　ささえあう、

               健やかなまちをつくります

９月の休館日
長門市立図書館

ゆや分館

２(水) 
７(月) 14(月) 22(火) 23(水) 28(月)

 　２(水)
７(月) 14(月) 21(月)～24(木) 28(月)

アニメ上映会
（視聴覚室・入場無料）

おはなしポケット

紙芝居の会

絵本を楽しむ会

おはなしの会

としょかんたまごの会

長門読書会

よみっこくらぶ

　　　　　　　　　(展示室)    
 ９/12(土) 15：00 ～

　　　　　  (展示室)      
 ９/５(土)・19(土) 15：00 ～

　　　　　　　   (展示室)     
 ９/17(木) 10：30 ～

　　　　　　  (展示室)      
 ９/26(土) 15：00 ～

　　　　　　　　　　    (展示室)
 ９/25(金) 10：30 ～

　　　　　  (研修室)      
 ９/12(土) 13：30 ～

　　　　　　　   (ゆや分館)    
 ９/12(土)・26(土) 15：00 ～

移動図書館車
ぐるブック号運行中!
  A コース
  B コース
  C コース

９/ ３(木) 17(木)
９/ ９(水) 30(水)
９/11(金) 25(金)

長門市役所 〒759‐4192 山口県長門市東深川1339番地2
　　　　　  TEL 0837‐22‐2111(代) FAX 0837‐22‐6345
　　　　　　 ホームページアドレス　http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/
編集・発行 企画総務部 秘書広報課 広報広聴係
　　　　　  TEL 0837‐23‐1117 FAX 0837‐22‐5358
　　　　　　 Eメールアドレス　　　koho@city.nagato.yamaguchi.jp

市民憲章⑤
 命 ささえあう、
             健やかなまちをつくります


